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理に万全を期している.とくに汚水処理は BOD で 5
ppm としたあと放飼場-の還元散布としてキャンパス
外にはださないようなシステムでおこなっている.大型
放飼場はサルの野生での生息状態を再現するものであ
り,今後の多様な霊長類研究の推進の核となるものであ
る.第2キャンパスの整備によりNBRPでの全国-のニ
ホンザル供給を実現するための繁殖･育成を進めること
が可能となった.さらに年次計画で大型グループケージ
を 1枚づつ増設しており,21年度内には 3棟の大型グ
ループケージが揃う予定である.放飼場3式,育成合1
枚がすでに建設されていることから,グループケージの
すべてが完成した段階で,第2キャンパスでは総数で
350頭のニホンザルの飼育が可能となる.
NBRPとして飼育されるニホンザル母群の導入と
繁殖は順調に経緯し,20年度末で母群総数 169頭で繁
殖数は44頭である.平成20年度は,NBRP全体で約50
頭のニホンザルの供給がおこなわれた.霊長類研究所は
初めて供給をおこなうこととなり,16頭を担当した.
NBRP｢ニホンザル｣では最終的に毎年全国の研究機関
に 200頭の供給をおこなっていくことを目標としてお
り,第2期終了時の平成 23年度には達成されることを
日ざしている.このときには霊長類研究所は100頭の供
給を担当することになっている.このため母群の整備と
繁殖をさらに進めていくとともに,21年度より供給数
ー101-
を順次増やしていく予定である.
(文ff:放山節)
